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超撥水撥油現象は、流体抵抗低減膜や、防汚膜としての応用が期待され注目を集めている。し

かし、超撥水撥油機能は表面の凹凸構造が必要なので，超撥水撥油性と透明性を両立することは

非常に困難である。このため、超撥水撥油は防汚機能があり、ディスプレイなどの光学系の分野

への応用が期待されているものの進展はあまりないのが現状である。また、油をはじく超撥油は、

超撥水よりもはるかに実現が困難であり、これも大きな課題の一つである。 

上記の課題のうち、防汚機能と光学特性を両立する方法として考案されたのが滑水膜である。

滑水膜とは、液滴を表面に付着することなく滑らせることのできる機能薄膜である。現在の滑水

膜の作製法の主流は、溶液を基板にたらしスピンコート等で広げ乾燥させる方法である。しかし、

これらの膜のほとんどが，自立させることは不可能である。本研究では、PVA表面上に tetraethyl 

orthosilicate(TEOS)，ペルフルオロアルキルアミノ構造を有する含フッ素材料 DB-EOS による

sol-gel法を用いることにより滑水滑油膜を作製した。表面修飾された DB-EOSにより高い滑水滑

油性を獲得した。その結果、透明性、柔軟性に優れた貼り付け可能な防汚表面を実現した。 

Figure 1に作製した表面の光学特性を示す。この滑液膜は可視光域で 90%前後の透過率を持っ

ていることが読み取れる。これは， TEOSを架橋剤として修飾した DB-EOS による滑液機能表面

がナノオーダーの膜厚であり、なおかつ表面粗さが少ないため散乱損失が抑えられると考察され

る。また、Figure 2に液体転落角を示す。表面エネルギーが低く濡れ広がりやすいとされるヘキサ

デカンやオレイン酸も転落する様子が確認された。これらの光学特性と滑液性能は、架橋剤の

TEOS添加量にも依存することが示唆された。 

 

Fig. 1 Transmittance of each coatings on glass    Fig. 2 Oil sliding angle of each coatings on glass. 
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